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本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。内容解説資料

新しい『きみが いちばん ひかるとき』をお届けします
対談　ヨシタケシンスケ×苫野一徳
「なんだろう」って、なんだろう

〈連載〉知って役立つ発達心理学❼ 渡辺弥生

〈特集〉令和 7年度版 中学校「道徳」

〈特別企画〉
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この教科書を使う皆さんへ
ここでは、学校生活や社会生活に役立つ資料を用意しま
した。読み取るときには、通信料が発生する場合がある
ことにも注意しましょう。

●タブレットなどを使うときは ●情報モラル
● 防災 ●自分らしさを認め合う　 ● 不安やなやみに向き合う
● SDGs ● 学校で使う日本語

この教科書は、次のような配慮や工夫をしています。

・全てのページについて、次の観点から、専門家による校閲を行っています。
カラーユニバーサルデザイン／特別支援教育／学習のユニバーサルデザイン／人権教
育／外国人児童生徒等教育／防災教育

・持続可能な開発目標（SDGs）に関連するテーマを幅広く取り上げてい
ます。

・本文には、見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデ
ザインフォントを採用しています。

・環境に配慮した紙、植物油インキを使用しています。

・生徒の負担を軽減するため、堅牢で薄い紙を開発し、
使用しています。

教科書中には、「学校の新しい生活様式」を踏まえ、学習活動を設定
したり、その様子を挿絵・写真で示したりしています。生徒に、活動
の様子や留意点をわかりやすく伝えるために、マスク着用等を省略
していますが、実際の活動に際しては、適切な感染症の予防にご配慮
ください。
この教科書では、学習の参考となる動画などの資料を小社ウェブサイ
トに用意し、その箇所には二次元コードを示しています。機種やイン
ターネット環境等によってはアクセスできないことがあります。また、
通信料が発生する場合があります。読み取れない場合は、下記の
URLをご参照ください。
https://m-manabi.jp/07c/dotoku1/

この教科書は、これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ、税金によって無償で支給
されています。大切に使いましょう。

保護者の皆様へ
この教科書は、これからの時代を切り開いていく子供たちが、生命の尊さを感じ、自分
を見つめながら、よりよい生き方について考えを深められることを願って編集したもので
す。ご家庭においても、折にふれ、この教科書を子供たちとの対話や共に未来につい
て語り合うきっかけとしてご活用ください。

１年  組
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この教科書を使う皆さんへ
ここでは、学校生活や社会生活に役立つ資料を用意しま
した。読み取るときには、通信料が発生する場合がある
ことにも注意しましょう。

●タブレットなどを使うときは ●情報モラル
● 防災 ●自分らしさを認め合う　 ● 不安やなやみに向き合う
● SDGs ● 学校で使う日本語

この教科書は、次のような配慮や工夫をしています。

・全てのページについて、次の観点から、専門家による校閲を行っています。
カラーユニバーサルデザイン／特別支援教育／学習のユニバーサルデザイン／人権教
育／外国人児童生徒等教育／防災教育

・持続可能な開発目標（SDGs）に関連するテーマを幅広く取り上げてい
ます。

・本文には、見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデ
ザインフォントを採用しています。

・環境に配慮した紙、植物油インキを使用しています。

・生徒の負担を軽減するため、堅牢で薄い紙を開発し、
使用しています。

教科書中には、「学校の新しい生活様式」を踏まえ、学習活動を設定
したり、その様子を挿絵・写真で示したりしています。生徒に、活動
の様子や留意点をわかりやすく伝えるために、マスク着用等を省略
していますが、実際の活動に際しては、適切な感染症の予防にご配慮
ください。
この教科書では、学習の参考となる動画などの資料を小社ウェブサイ
トに用意し、その箇所には二次元コードを示しています。機種やイン
ターネット環境等によってはアクセスできないことがあります。また、
通信料が発生する場合があります。読み取れない場合は、下記の
URLをご参照ください。
https://m-manabi.jp/07c/dotoku2/

この教科書は、これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ、税金によって無償で支給
されています。大切に使いましょう。

保護者の皆様へ
この教科書は、これからの時代を切り開いていく子供たちが、生命の尊さを感じ、自分
を見つめながら、よりよい生き方について考えを深められることを願って編集したもので
す。ご家庭においても、折にふれ、この教科書を子供たちとの対話や共に未来につい
て語り合うきっかけとしてご活用ください。

２年  組
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新しい『きみが いちばん ひかるとき』をお届けします
令和 7年度版 中学校「道徳」

この教科書を使う皆さんへここでは、学校生活や社会生活に役立つ資料を用意しま

した。読み取るときには、通信料が発生する場合がある

ことにも注意しましょう。
●タブレットなどを使うときは ●情報モラル
●防災 ●自分らしさを認め合う　 ●不安やなやみに向き合う

● SDGs ● 学校で使う日本語

この教科書は、次のような配慮や工夫をしています。
・全てのページについて、次の観点から、専門家による校閲を行っています。

カラーユニバーサルデザイン／特別支援教育／学習のユニバーサルデザイン／人権教

育／外国人児童生徒等教育／防災教育
・持続可能な開発目標（SDGs）に関連するテーマを幅広く取り上げてい

ます。

・本文には、見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデ

ザインフォントを採用しています。・環境に配慮した紙、植物油インキを使用しています。

・生徒の負担を軽減するため、堅牢で薄い紙を開発し、

使用しています。
教科書中には、「学校の新しい生活様式」を踏まえ、学習活動を設定

したり、その様子を挿絵・写真で示したりしています。生徒に、活動

の様子や留意点をわかりやすく伝えるために、マスク着用等を省略

していますが、実際の活動に際しては、適切な感染症の予防にご配慮

ください。
この教科書では、学習の参考となる動画などの資料を小社ウェブサイ

トに用意し、その箇所には二次元コードを示しています。機種やイン

ターネット環境等によってはアクセスできないことがあります。また、

通信料が発生する場合があります。読み取れない場合は、下記の

URLをご参照ください。https://m-manabi.jp/07c/dotoku3/この教科書は、これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ、税金によって無償で支給

されています。大切に使いましょう。

保護者の皆様へこの教科書は、これからの時代を切り開いていく子供たちが、生命の尊さを感じ、自分

を見つめながら、よりよい生き方について考えを深められることを願って編集したもので

す。ご家庭においても、折にふれ、この教科書を子供たちとの対話や共に未来につい

て語り合うきっかけとしてご活用ください。

３年  組
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1 

特集

地球上に生命が誕生して以来、「いのち」はつながってきました。
つながる「いのち」の中で、唯一無二の、かけがえのない「いのち」をかがやかせるために、

光村図書は「道徳」の教科書作りに臨みます。
これからの時代を担う子どもたちの一人一人が、

自分の「いのち」を、自分の存在を、大切に思えること。
自分と同じように生きている他者を、大切に思えること。
みんなでいっしょに、よりよく生きていこうと思えること。

一人一人の、そんなひかりかがやく思いをかなえようとする教科書。
それが『きみが いちばん ひかるとき』です。

令和7年度版 中学校「道徳」

新しい
『きみが いちばん ひかるとき』

をお届けします
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私
の
話
を
聞
い
て
ね

相そ
う

互ご

理
解
、
寛か

ん

容よ
う

　こんにちは。私の名前は、ペイジです。
　私の話を聞いてね。

ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す
、
ペ
イ
ジ・エ
ド
ワ
ー
ズ
さ
ん
。

彼か
の

女じ
ょ

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
日
々
大
量
に
流
れ
て
い
る
、
個

人
ま
た
は
集
団
を
一
方
的
に
攻こ

う
撃げ

き
し
た
り
批
判
し
た
り
、
お
と
し
め

た
り
す
る
コ
メ
ン
ト
を
見
て
、
心
を
痛
め
て
い
た
。
そ
こ
で
、
自
ら

の
姿
を
公
開
し
、
自
分
の
考
え
を
示
そ
う
と
、
写
真
共
有
サ
イ
ト
に

投と
う

稿こ
う

を
し
た
と
い
う
。
当
時
、
ペ
イ
ジ
さ
ん
は
、
十
七
歳さ

い
だ
っ
た
。

ペ
イ
ジ
さ
ん
の
投と

う
稿こ

う
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ

て
い
る
考
え
の
中
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
自
分
の
考
え
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
投と

う
稿こ

う
し
た
ペ
イ
ジ
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
私

た
ち
に
何
か
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）、
世
界
中
で
新＊

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うが

流
行
し
始
め
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
は

マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
く
な
り
、
人
と
気
軽
に
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出
自じ

し
ゅ
く粛、

学
校
の
休
校
措そ

置ち

、
日
に
日
に
厳
し
く
な
る
医い

り
ょ
う療

体
制
。
人
々
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
事
態
が

次
々
と
起
こ
る
中
、
感か

ん
染せ

ん
症し

ょ
うに
関
す
る
「
差
別
」
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

左
に
挙
げ
た
の
は
、
こ
の
感か

ん
染せ

ん
症し

ょ
うが

広
が
り
、
し
ば
ら
く
し
た
頃こ

ろ
に
聞
か
れ
た
、
差
別
や
偏へ

ん
見け

ん
の
言
葉
で
す
。

編
集
委
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差
別
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
？

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

資料

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うせ

き
や
く
し
ゃ
み
、
会
話
の
と

き
に
排は

い

出し
ゅ
つさ
れ
る
飛
ま
つ
な
ど

で
感か

ん

染せ
ん

し
、
せ
き
や
の
ど
の
痛

み
、
発
熱
な
ど
の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが

出
る
。

多
く
は
軽け

い
し
ょ
う症

だ
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
重

じ
ゅ
う
し
ょ
う
症
化
す
る
こ
と

も
あ
る
。

●
●
さ
ん
、
感か
ん

染せ
ん

し
た
ん
だ
っ
て
。

ど
う
せ
夜
遊
び
し
て
て
、

感か
ん

染せ
ん

し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

あ
な
た
の
家
族
、
病
院
で

働
い
て
る
ん
だ
よ
ね
。
悪
い
け
ど
、

し
ば
ら
く
出
社
は
控ひ

か

え
て
ほ
し
い
。

「
せ
き
は
ぜ
ん
そ
く
の
せ
い
で
す
。」
っ
て

言
う
け
ど
、
絶
対
コ
ロ
ナ
に

決
ま
っ
て
い
る
。
休
め
ば
い
い
の
に
。

み
ん
な
が
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
い
る
の
に
、

あ
な
た
だ
け
打
た
な
い
な
ん
て
、

協
調
性
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
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二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）、
世
界
中
で

マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
く
な
り
、
人
と
気
軽
に
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出

学
校
の
休
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次
々
と
起
こ
る
中
、

左
に
挙
げ
た
の
は
、
こ
の

資料
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う
せ
夜
遊
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し
て
て
、

感か
ん 二

〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）、
世
界
中
で

マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
く
な
り
、
人
と
気
軽
に
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
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学
校
の
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校

次
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と
起
こ
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中
、
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に
挙
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の
は
、
こ
の
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●
●

ど
う
せ
夜
遊
び
し
て
て
、

感か
ん

127

昼
も
夜
も
、
小
石
の
つ
ぶ
や
き
が
コ
プ
コ
プ
と
聞
こ
え
る
川
。

こ
こ
は
、
私
た
ち
の
岸
辺
。

働
き
な
が
ら
、
母
さ
ん
が
歌
い
、
歌
声
が
川
の
音
と
重
な
る
。

む
こ
う
岸
に
も
、
村
が
あ
る
。

だ
け
ど
、
み
ん
な
が
言
う
。

あ
っ
ち
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
と
違ち

が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

へ
ん
な
物
を
食
べ
て
い
る
し
、
髪か

み
の
毛
を
と
か
さ
な
い
し
、

な
ま
け
も
の
で
、
騒そ

う
ぞ
う々

し
い
っ
て
。 マ

ル
タ
・
カ
ラ
ス
コ
著
・
絵

宇う

野の

和か
ず

美み

訳
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む
こ
う
岸
に
は

朗読

国
際
理
解
、
国
際
貢こ

う

献け
ん

5

光村図書が大切にした
二つのこと

一人一人が
かけがえのない
存在 問い続けること。

対話すること。
一人一人は、個性をもった唯一無二の存在。
それでありながら、みんな同じ「人間」でもある。
それぞれの違いに目を向けながらも、
他者を自分と同じ人間として大切にする。
いじめも、差別も、戦争も、
この思いがあれば解決に近づくのではないか。
そんな思いを込めて、教科書を編集しました。

価値観や社会構造の変化、テクノロジーの進歩。
子どもたちが大人になる頃の社会は、今以上に予測できない大きな変化が起こるといわれています。
そんな時代を生き抜くために、そして、よりよい世界をつくるために必要なこととは？
人工知能にはできない、人間どうしだからこそできる、
問い合うことの意味や、話し合うことの価値を見いだせる教科書を目ざしました。

各学年のキャラクターにも個性をもたせました。

朗読

135 134

私
た
ち
の
も
っ
て
い
る

人
権
っ
て
？

人権
持続可能な
社会のために

　あなたを含
ふく

めて、全ての人は人権をもっています。では、「人権とは？」
ときかれたら、あなたは何と答えるでしょう。
　ここでは、人権とは何かを自分の中でイメージできるようにし、その人権
を守るために必要なことを心に留めていきましょう。

　人権を一言で表現すれば、「人間が生まれながらにもっている、人間らしく生きて
いくために必要な条件」ということができます。
　それでは、「人間らしく生きる」とは、どういう生き方なのでしょう。それは、自
らの人生の主人公となって、自分らしさを追求しながら生きることではないでしょう
か。そのためには、何が自分らしい生き方なのかを自由に考え、自由に行動できなく
てはなりません。最低限の教育を無

むしょう
償で受けられたり、衣食住が保障されたりするこ

とも欠かせません。そして、差別や迫
はく
害
がい
を受けることなく、一人の人間として尊重さ

れることが、何よりも重要です。これらが「人間らしく生きていくために必要な条件」
であり、つまり人権なのです。

　人権は、全ての人が、生まれながらに等しくもっています。では、全ての人の人権
を守るためには、何が必要なのでしょうか。
　まず、あなた自身の人権、つまりあなたが人間らしく生きることを大切にしてくだ
さい。そして、あなた自身の人権を大切にするのと同じように、他の人が自分らしく
生きることを尊重してください。自分の人権ばかりを押

お
し通そうとして、他の人の人

権を顧
かえり
みなければ、人権と人権が衝

しょう
突
とつ
してしまいます。

衝
しょう
突
とつ
が起きないようにするには、社会の中で弱い立場にある人々の人権を、より強

く尊重することが求められます。人権と人権がぶつかれば、結局は弱い立場にある人々
の人権が負けてしまいます。これまでも、女性や障害のある人、少数人種や少数民族
に属する人などの人権が、しばしば抑

よく
圧
あつ
されてきました。そういうことがないように、

弱い立場にある人々の人権を優先して考えることが必要です。
　人権を守るために、あなたの身の回りで起こっている出来事を、あなた自身の目で
観察して、考えてみてください。人権が全ての人のものである以上、誰

だれ
かの人権の問

題は、あなたの人権の問題でもあるのですから。

人権を守るために必要なこと

人権って何？

〈みんながもっているすごいもの〉

私
、
最
近
、

と
て
も
か
わ
い
い
猫ね
こ

を

飼
い
始
め
た
ん
だ
。

へ
え
。

い
い
な
あ
。

最
新
の
ゲ
ー
ム
機
も

持
っ
て
い
る
の
！

い
い
で
し
ょ
う
？

そ
れ
は
す
ご
い
！

で
も
さ
、
実
は
、

僕ぼ
く

た
ち
み
ん
な
が

も
っ
て
い
る
、

も
っ
と
す
ご
い
も
の
が

あ
る
ん
だ
よ
。

え
っ
？

何
？

何
？

教
え
て
！

そ
れ
は
ね
、

  

人
権

だ
よ
！

SDGs

5

10

15

20

25

2 

135

　それでは、「人間らしく生きる」とは、どういう生き方なのでしょう。それは、自
らの人生の主人公となって、自分らしさを追求しながら生きることではないでしょう
か。そのためには、何が自分らしい生き方なのかを自由に考え、自由に行動できなく
てはなりません。最低限の教育を無

むしょう
償で受けられたり、衣食住が保障されたりするこ

とも欠かせません。そして、差別や迫
はく
害
がい

れることが、何よりも重要です。これらが「人間らしく生きていくために必要な条件」
であり、つまり人権なのです。

　人権は、全ての人が、生まれながらに等しくもっています。では、全ての人の人権
を守るためには、何が必要なのでしょうか。
　まず、あなた自身の人権、つまりあなたが人間らしく生きることを大切にしてくだ
さい。そして、あなた自身の人権を大切にするのと同じように、他の人が自分らしく
生きることを尊重してください。自分の人権ばかりを
権を顧

かえり
みなければ、人権と人権が衝

しょう
突
とつ
してしまいます。

衝
しょう
突
とつ
が起きないようにするには、社会の中で弱い立場にある人々の人権を、より強

く尊重することが求められます。人権と人権がぶつかれば、結局は弱い立場にある人々
の人権が負けてしまいます。これまでも、女性や障害のある人、少数人種や少数民族
に属する人などの人権が、しばしば抑

よく
圧
あつ

弱い立場にある人々の人権を優先して考えることが必要です。
　人権を守るために、あなたの身の回りで起こっている出来事を、あなた自身の目で
観察して、考えてみてください。人権が全ての人のものである以上、
題は、あなたの人権の問題でもあるのですから。

人権を守るために必要なこと

117

共
に
生
き
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
と
は
？

次の、「25　
私の話を聞い

てね」、

「26　差別の
根底にあるもの

は？」、

「27　むこう
岸には」を読ん

で、

私たちがもって
いる人権につ

いて、考えて
みよう。

人は、一人の
例外もなく、

自由で、かけ
がえなく尊い

もの。全ての
人が平等に人

権をもってい
ます。

（世界人権宣
言 第1条 より

）

僕ぼ
く

た
ち
は
、

み
ん
な
人
権
を

も
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

え
っ
。

人
権
っ
て
、何
か
な
。

資料

55 54

田
口
さ
ん
、
三
島
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
信
悟
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
、
そ
し
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
。

●

よ
り
よ
い
集
団
と
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
沿
っ
て
、
考
え
よ
う
。

●

話
し
合
っ
た
こ
と
や
、考
え
た
解
決
策
を
も
と
に
、よ
り
よ
い
集
団
の
一
員
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
考
え
が
大
切
か
、考
え
よ
う
。

❶❶  

信
悟
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
現
状
を
確か

く

認に
ん

す
る
。

（
51
・
52
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
考
え
よ
う
。）

・
リ
ー
ダ
ー（
信
悟
）と
フ
ォ
ロ
ワ
ー（
上
田
、
杉
山
、
西
口
、
林
）の

そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
か
。

❸❸  

リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
理
想
像
を
導
き
出
す
。

（
❷❷
で
考
え
た
こ
と
や
、
53
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で

　
　気
づ
い
た
こ
と
を
も
と
に
考
え
よ
う
。）

・
ど
ん
な
リ
ー
ダ
ー
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
る
と

集
団
で
の
活
動
が
う
ま
く
い
く
の
か
。

 現状を
明らかにする

あるべき姿を
洗い出す理想像を導き出す

❷❷  

❶❶
で
洗
い
出
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
リ
ー
ダ
ー
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
、

ど
ん
な
行
動
が
取
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
を
考
え
る
。

・
信
悟
の
グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
が
、
気
持
ち
よ
く
展
示
物
を

制
作
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
ど
う
す
れ
ば

よ
か
っ
た
の
か
。

特

自
分
の
周
り
に
い
る
、い
い
な
と
思
う

リ
ー
ダ
ー
や
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
人
を

思
い
浮う

か
べ
て
み
よ
う
。

導
き
出
し
た
理
想
像
に
近
づ
く
た
め
に
、

ま
ず
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
意
識
し
よ
う
と
思
う
？

信
悟
さ
ん
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

た
だ
指
示
を
出
せ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
問
題
だ
よ
ね
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
…
…
。

林
さ
ん
と
西
口
さ
ん
の
気
持
ち
は
、

僕
に
も
似
た
経
験
が
あ
る
か
ら

わ
か
る
な
。
き
っ
と
…
…
。

理
想
の
リ
ー
ダ
ー
像

理
想
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
像

54

田
口
さ
ん
、
三
島
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
信
悟
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
、
そ
し
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
。

よ
り
よ
い
集
団
と
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
沿
っ
て
、
考
え
よ
う
。

信
悟
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
現
状
を
確か

く

認に
ん

す
る
。

ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
考
え
よ
う
。）

リ
ー
ダ
ー（
信
悟
）と
フ
ォ
ロ
ワ
ー（
上
田
、
杉
山
、
西
口
、
林
）の

そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
か
。

林
さ
ん
と
西
口
さ
ん
の
気
持
ち
は
、

僕
に
も
似
た
経
験
が
あ
る
か
ら

わ
か
る
な
。
き
っ
と
…
…
。

15

自
分
に

問
う

道
徳
で

大
切
に

し
た
い
こ
と

●

自
分
は
、
ど
う
し
て

そ
う
考
え
る
の
か
。

●

自
分
な
ら
、ど
う
す
る
か
。

●

こ
れ
ま
で
の
自
分
は
、

ど
う
だ
っ
た
か
。

僕ぼ
く

だ
っ
た
ら
…
…
。

生
き
方
を

問
う

友
達
と

問
い
合
う

●

友
達
は
、
ど
う
し
て

そ
う
考
え
る
の
か
。

●

自
分
と
友
達
の
考
え
は

何
が
同
じ
で
、
何
が
違ち

がう
の
か
。

●

友
達
と
意
見
が
対
立
し
た
と
き
、

ど
う
受
け
止
め
る
か
。

●

今
日
考
え
た
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
に

ど
う
関
わ
る
の
か
。

●

自
分
に
は
、
何
が
で
き
る
か
。

●

わ
か
っ
て
い
て
も
難
し
い
の
は
、

な
ぜ
か
。

●

共
に
生
き
る
た
め
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

も
っ
と
詳く

わし
く

聞
か
せ
て
。

1年 ユニット「共に生きるために大切なこととは？」p.117-135

1年「11 みんなで成功させよう」てびき p.54-55

2年「道徳で大切にしたいこと」p.15



　「人には優しくしましょう」といった表面的なこ
とではなく、中学３年生だからこそ考えさせたい、
複雑で深い思いやりをテーマにした教材です。医
師であり作家である鎌田實さんの穏やかな文章が、
静かに深く心にしみ渡り、胸が熱くなります。
　末期がんの善さんが独り言のように言った言葉。
その言葉に対する看護師たちの行為を巡って、「人
が人を思うとはどういうことか」「自己満足ではな
い、本当に相手のことを考えた思いやりとは何か」
という、とても大切なことに気づくことができる
でしょう。

（及川仁美）

言葉が見つからないとき11
B（６）思いやり、感謝３年

4 5 

この教材に注目！
新版教科書

光村図書は、中学生の心をぐっとつかんで、思わず何かを言いたくなるような題材を探し続けています。
そのうえで、題材の魅力を最大限に生かし、「考えるに足る教材」に仕上げること、
さらに、それらの教材に最適な時期に出会えることを大切に教科書を編集してきました。
ここでは、1年間の学習の流れに沿って、編集委員の及川仁美先生と荒木寿友先生のおすすめ教材をご紹介します。

岩手県盛岡市立厨川中学校 
指導教諭。『道徳教育』（明治
図書出版）にも多くの記事を執
筆。光村図書 中学校「道徳」教
科書編集委員。

及川仁美
●おいかわ ひとみ

立命館大学大学院教授（教育
学、道徳教育）。著書に『いち
ばんわかりやすい道徳の授業
づくり』（明治図書出版）など。
光村図書 小・中学校「道徳」教
科書編集委員。

荒木寿友
●あらき かずとも

道徳の
１時間目 いじめを許さない姿勢づくり クラスづくり、学校づくり

みんなで成功させよう11
C（15）よりよい学校生活、集団生活の充実１年

「いじり」って9
B（８）友情、信頼２年

１年間の流れ

　この教材は、生徒にとって「あるある」な出来
事を教材化したものですが、このようなリアルな
問題を道徳の授業で扱うことで、生徒は、実生活
の中で出会う道徳的な問題を解決していくことが
できるようになります。各教科では、オーセンテ
ィックな学び（具体的な本物の場面に即した学び）
で真の学力の向上をねらっていますが、道徳も同
様です。そうでないと、本物の道徳の力は身につ
かないでしょう。

（荒木寿友）

　たった１文字違うだけの「いじり」と「いじめ」。
「いじめはだめだけど、いじりは笑いにも通じるし、
ＯＫでしょ？」と捉えている生徒もいるのではな
いでしょうか。しかし、基本的に、「いじり」と「い
じめ」には、大きな違いがあるわけではありません。
　「いじる」とは、他者をもてあそぶこと。「いじめ」
は被害者側から語られるのに対し、「いじり」はい
じっているほう、つまり加害者側から語られてい
るにすぎません。「いじり」に正面から向き合い、
その行為がもつ暴力性に気づいてもらえたらと思
います。

（荒木寿友）

１年間の最初の道徳の授業。道徳では何を、どん
なふうに学ぶのかをクラスのみんなで確かめます。

道徳の学習を始めよう

表紙の
イラスト
入る

7 6

道
徳
は
、

よ
り
よ
い
生
き
方
に
つ
い
て
、

考
え
る
時
間
で
す
。

自
分
を
見
つ
め
、

友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

考
え
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

道徳を
学ぶときには

読んで読んで
考える

チ
ャレ
ン
ジ

書いて書いて
考える

話し合って話し合って
考える

演じて演じて
考える

ポイント

22

ポイント

33

ポイント

11 1

道
徳
の
学
習
を
始
め
よ
う

動画

答えは答えは
一つではない一つではない

学びを学びを
つなげるつなげる

 自分と向き合い、 自分と向き合い、
他者と向き合う他者と向き合う

●「
泣
い
た
赤
お
に
」（
174
ペ
ー
ジ
）で
学
び
直
そ
う
。

自分のこれまでの経験や
考えと向き合い、
他者の意見にしっかりと
耳を傾

かたむ

けよう。
自分と異なる意見や見方を
知ることを楽しもう。

学んだことと学んだことを
結び付けよう。
学んだことと自分の生き方を
結び付けよう。

私たちは、一人一人、
感じ方も考え方も異なる。
だからこそ、
一つの正解を目ざすのではなく、
自分なりの答えを見つけよう。

一
年
間
の
学
習
の
始
め
に

●

巻
末
の
折お

り

込こ
み「

ま
な
び
の
記
録
」に
、
次
の
こ
と
を
書
こ
う
。

・
中
学
一
年
生
の
道
徳
の
学
習
で
、
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
。

・
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
で
学
び
た
い
こ
と
、
も
っ
と
伸の

ば
し
た
い
こ
と
。

編
集
委
員
会

5

9 8

12   社会参画、公共の精神

20   自然愛護

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

11   公正、公平、社会正義

13   勤労

14   家族愛、家庭生活の充
じゅう

実
じつ

15   学校生活、集団生活の充
じゅう

実
じつ

16   郷土の伝統と文化

18   国際理解、国際貢
こう

献
けん

17   国の伝統と文化

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう 8   友情、信

しん

頼
らい

6   思いやり、感謝

4   希望と勇気、強い意志

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

2   節度、節制
1   自主、自律、自由と責任

道
徳
は
、

よ
り
よ
い
生
き
方
に
つ
い
て
、

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

考
え
て
い
き
ま
す
。

道
徳
で

学
ぶ

キ
ー
ワ
ー
ド

キ
ー
ワ
ー
ド

のの
2222 5   真理の探究、創造

12   社会参画、公共の精神

17   国の伝統と文化

13   勤労

6   思いやり、感謝

8   友情、
容

7   礼
れい

儀
ぎ

自分自身に自分自身に
関すること関すること

人人とのとの関わりに関わりに
関すること関すること

集団や社会との集団や社会との
関わりに関すること関わりに関すること

22   よりよく生きる喜び
21   感動、畏

い

敬
けい

の念

19   生命の尊さ

生命や自然などとの生命や自然などとの
関わりに関すること関わりに関すること

11 10

社
会
の

社
会
の

一
員
と
し
て

一
員
と
し
て

働
く
と
は
？

働
く
と
は
？

自
分
と

自
分
と

向
き
合
う
と
は
？

向
き
合
う
と
は
？

よ
り
よ
い
社
会
を

よ
り
よ
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
？

つ
く
る
た
め
に
は
？

よ
り
よ
い

よ
り
よ
い

生
き
方
を
目
ざ
す

生
き
方
を
目
ざ
す

た
め
に
は
？

た
め
に
は
？

最
後
に
、

一
年
間
の
学
習
を

振ふ

り
返
ろ
う
。

1　道徳の学習を始めよう
2　カラカラカラ 
3　アイヌの歌を歌いたい 
4　ジコチュウ 
5　命が生まれるそのときに 
6　気づかなかったこと 

1   自主、自律、自由と責任

4   希望と勇気、強い意志

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

19   生命の尊さ

6   思いやり、感謝

7　嫌
きら

われるのを恐
おそ

れる気持ち 
8　明日、みんなで着よう 
9　 まなびをプラス 「いじり」って 8   友情、信

しん

頼
らい

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

11   公正、公平、社会正義

10　テニス部の危機 
11　松葉づえ  
12　人って、本当は？ 

15   学校生活、集団生活の充
じゅう

実
じつ

8   友情、信
しん

頼
らい

22   よりよく生きる喜び

13　礼
れい

儀
ぎ

は何のため 
14　段ボールベッドへの思い 
15　我

わ

が町の消防団 
16　僕

ぼく

の仕事場は富
ふ

士
じ

山
さん

です 
　　 コラム 環

かん

境
きょう

 国立公園を楽しもう

7   礼
れい

儀
ぎ

13   勤労

12   社会参画、公共の精神

20   自然愛護

17　夢中になるのは悪いこと？ 
18　 まなびをプラス 見えない誰

だれ

かと 
2   節度、節制

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

19　つながる命 
20　木

き

桶
おけ

仕
じ

込
こ

みのしょうゆを伝える 
21　民主主義と多数決の近くて遠い関係 
22　 まなびをプラス 砂

さ

漠
ばく

でサバイバル 
23　私の町 
24　北

きた

川
がわ

さんの悩
なや

み 

19   生命の尊さ

17   国の伝統と文化

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

16   郷土の伝統と文化

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

25　境界線を溶
と

かすチョコレート 
26　カメルーン生まれ、日本育ち 
27　 まなびをプラス「尊重」の本質を探

さぐ

ろう  
　　  コラム 人権 マイノリティの問題はみんなの問題

18   国際理解、国際貢
こう

献
けん

11   公正、公平、社会正義

11   公正、公平、社会正義

28　優
やさ

しさの光線 
29　スカイツリーにかけた夢 
30　遠く離

はな

れた人に会いたい 

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

5   真理の探究、創造

22   よりよく生きる喜び

31　宇宙の始まりに思いを寄せて 
32　異なり記念日 
33　二番目の悪者 
34　泣きすぎてはいけない 
35　一年間の学びを振

ふ

り返ろう

21   感動、畏
い

敬
けい

の念

14   家族愛、家庭生活の充
じゅう

実
じつ

1   自主、自律、自由と責任

19   生命の尊さ

道徳 道案内
１年間に学ぶことを確

かく

認
にん

しよう。

情
報
モ
ラ
ル
に

情
報
モ
ラ
ル
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

共
に
生
き
る

共
に
生
き
る

た
め
に
大
切
な

た
め
に
大
切
な

こ
と
と
は
？

こ
と
と
は
？

上
級
生
と
し
て
、

上
級
生
と
し
て
、

ど
ん
な
自
分
で

ど
ん
な
自
分
で

あ
り
た
い
？

あ
り
た
い
？

い
じ
め
を

い
じ
め
を

許
さ
な
い
心
に

許
さ
な
い
心
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

まなびの準備

1から12までを振
ふ

り返ろう。

13から27ま
でを振

ふ
り返ろう。

よ
り
よ
い

よ
り
よ
い

学学
校校
生
活
を

生
活
を

送
る
た
め
に
は
？

送
る
た
め
に
は
？

何のためにインターネットを使っているか、書いておこう。

二
週
間
後

52

西
口
君
と
林
さ
ん
は
、

ド
ラ
ゴ
ン
の
模
型
を
作
っ
て
ね
。

模
型
は
、
大
き
な
も
の
を
作
っ
て
お
け
ば
、

き
っ
と
誰だ
れ

も
文
句
を
言
わ
な
い
よ
。

期
日
内
に
、
そ
ん
な
に

大
き
な
も
の
が
作
れ
る

か
な
あ
…
…
。

リ
ー
ダ
ー
は
、

み
ん
な
に
指
示
を
出
せ
ば

い
い
ん
だ
よ
ね
。

み
ん
な
の
分
担
を
決
め
る
ね
。

上
田
さ
ん
と
杉
山
君
は
、

僕ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
紹
し
ょ
う
介か
い
パ
ネ
ル
を
作
っ
て
。

杉
山
君
は
、
字
が
う
ま
い
か
ら
、

パ
ネ
ル
の
清
書
を
頼た
の

む
よ
。

ド
ラ
ゴ
ン
も
、
僕
が

思
っ
て
い
た
の
よ
り
小
さ
い
な
。

ど
う
し
よ
う
。
僕
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
だ
け
、
完
成
し

て
い
な
い
よ
。

杉
山
君
、
パ
ネ
ル
の
清
書
を

お
願
い
し
た
よ
ね
？

…
…
…
…
。

僕
は
、
忙い
そ
がし

か
っ
た
か
ら
、

で
き
な
か
っ
た
よ
。

私
の
分
は
終
わ
ら
せ

た
ん
だ
か
ら
、
他
の

作
業
は
、
私
以
外
の
人
で

や
っ
て
ほ
し
い
な
。

西
にし
口
ぐち

林
はやし

上
うえ
田
だ杉

すぎやま
山

信悟

林

西口

上田

杉山

信悟

よ
し
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

展
示
物
を
完
成
さ
せ

な
く
ち
ゃ
。

わ
か
っ
た
よ
。
で
も
、

で
き
る
か
な
。
僕
、

部
活
と
塾じ
ゅ
くで

忙い
そ
がし

い

か
ら
な
…
…
。

わ
か
っ
た
。

信悟

2年 p.6-11
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共
に
生
き
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
と
は
？

次の、「25　私の話を聞いてね」、
「26　差別の根底にあるものは？」、
「27　むこう岸には」を読んで、
私たちがもっている人権について、考えてみよう。

人は、一人の例外もなく、自由で、かけがえなく尊いもの。全ての人が平等に人権をもっています。
（世界人権宣言 第1条 より）

僕ぼ
く

た
ち
は
、

み
ん
な
人
権
を

も
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

え
っ
。

人
権
っ
て
、何
か
な
。

資料

ま
な
び
の
記
録

あ
な
た
が
道
徳
の
授
業
で
考
え
た
こ
と
を
、
左
の

に
書
き
留
め
て
い
こ
う
。

教
材
番
号

月
日

授
業
で
考
え
た
こ
と

社会の一員として よりよい生き方を探して 道徳の
35時間目

12月

「感動」の本質を探ろう33
D（21）感動、畏敬の念１年

「尊重」の本質を探ろう27
C（11）公正、公平、社会正義２年

「学び」の本質を探ろう32
A（５）真理の探究、創造３年

白いスニーカー23
C（10）遵法精神、公徳心１年

希望のカレンダー24
A（４）希望と勇気、克己と強い意志３年

　「本質」とは、「それを欠くとそれではなくなっ
てしまう不可欠な要素」という意味。これらの教
材では、「感動」「尊重」「学び」の「本質」を、生
徒自身が探ることをねらっています。「こんな経験
は『感動』に該当する？」「この場合はどうなる？」
などの事例を考えてたくさん出し合う拡散思考と、
そこから「本質」を見つけ出していく収束思考。
これにより、生徒の思考力は高まっていきます。
　ペーパーテストのように目の前の問題を早く解
くだけでなく、じっくりと腰を据えて物事を捉え
ていくことも「深い学び」には大切です。先生方も、
生徒といっしょに考えてみませんか。

（荒木寿友）

　バスケットボール部にある、「１年生が履いてい
いのは、白のスニーカーだけ」という暗黙のきま
りについて、主人公を含めた８人の登場人物が、
それぞれの立場からさまざまな意見を述べていま
す。
　一見、正論のように思える意見も、違う視点か
ら見ると「そんな見方があるのか！」と気づかさ
れます。これを起爆剤に、たくさん意見を出し合
ってみましょう。「いい」か「悪い」か、「Ａ」か「Ｂ」
かの二項対立の話し合いだけではなく、よりよい
納得のために、もっといい「Ｃ」のアイデアが生
まれるような、建設的な対話ができたらすてきです。

（及川仁美）
　挫折と希望。二つは、とても遠いところにある
ように思えますが、実は深い関わりがあると聞い
たら、生徒たちは驚くのではないでしょうか。多
くの挫折とも向き合う中学生という時期に、「希望
とは何か」や、挫折を希望へとつなげた人々につ
いて考えることは、これからの人生を支える大切
な経験となるでしょう。
　また、これは「希望学」という新しい視点の「震
災関連教材」でもあります。希望の象徴としての
カレンダーのエピソードは、とても印象的です。
カレンダーと希望のつながりなどを丁寧に話し合
う中で、自分たちの心にも「希望の種」がきっと
あると、感じてくれると思います。

（及川仁美）

　各学年の最後の、１年間を振り返る時間。見通
しをもって学び、それを振り返って自己評価する
ことは、自分で自分を成長させていく力を育みます。

１年間の学びを振り返ろう

まなびの記録共に生きるために大切なこととは？

ま
な
び
の
記
録

あ
な
た
が
道
徳
の
授
業
で
考
え
た
こ
と
を
、
左
の

に
書
き
留
め
て
い
こ
う
。

教
材
番
号

月
日

授
業
で
考
え
た
こ
と

ま
な
び
の
記
録

組

　名
前

先生の言葉

友達が言ったこと

22のキーワードを
ヒントにしよう。

こ
れ
か
ら
の
一
年
間
で
学
び
た
い
こ
と
、

も
っ
と
伸の

ば
し
た
い
こ
と
を
書
こ
う
。

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

・
こ
の
一
年
間
に
道
徳
で
学
ん
だ
こ
と
で
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
を

三
つ
挙
げ
、
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か
を
書
こ
う
。

・
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

一
年
間
の
学
習
の
始
め
に

一
年
間
の
学
習
の
終
わ
り
に

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1　道徳の学習を始めよう35　一年間の学びを振
ふ

り返ろう

教材

裏
面
の「
ま
な
び
の
記
録
」や
ノ
ー
ト
な
ど
を
見
返
し
て
、

一
年
間
の
学
習
を
振ふ

り
返
ろ
う
。

・
こ
の
一
年
間
で
、
自
分
が
い
ち
ば
ん
成
長
し
た
と
思
う
と
こ
ろ
を
書
こ
う
。

そ
れ
は
、
22
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ど
れ
に
関
連
す
る
だ
ろ
う
。

な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
に
、

さ
ら
に
伸の

ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
？

中
学
一
年
生
の
道
徳
の
学
習
で
、

心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
書
こ
う
。

あ
な
た
は
、
ど
ん
な
三
年
生
に
な
り
た
い
？

キ
ー
ワ
ー
ド
▼

で
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
を

「まなびの記録」を見なが
ら、自分の学びの軌跡を
確認。自分の成長を実感
することができます。

２年 巻末折込

161 160

感
動
、
畏い

敬け
い

の
念

●

思
い
出
し
た
も
の
や
出
来
事
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
、
あ
な
た
は
感
動
し
た
の
だ
ろ
う
。

皆み
な

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
、
ど
ん
な
も
の
や
出
来
事
に
感
動
し
て
き
た
で
し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

33

「
感
動
」の
本
質
を
探さ

ぐ

ろ
う

朝日

サッカーの試合で得点した瞬
しゅん
間
かん

漫
まん
画
が
の一場面

合唱コンクール

サンゴの産
さん
卵
らん
の様子

風
ふうじん
神・雷

らい
神
じん
像

「
32

　命
の
木
」で
考
え
た
こ
と
を
、

さ
ら
に
深
め
よ
う
。

動画

「
感
動
」の
本
質
に
つ
い
て
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、

自
分
の
生
き
方
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
よ
う
。

考えよう

１年 p.160-161

171171 170

35

一
年
間
の
学
び
を
振ふ

り
返
ろ
う

こ
の
一
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
振ふ

り
返
ろ
う
。

考えよう

　一
年
間
、

皆み
な

さ
ん
は
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
、

自
分
を
見
つ
め
、
話
し
合
い
、
考
え
を
深
め
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　こ
こ
で
は
、
そ
の
一
年
間
の
学
び
が
、

自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
を
、

「
ま
な
び
の
記
録
」
を
見
な
が
ら
振ふ

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

まなびの記録（折
おり

込
こみ

）

●

こ
の
一
年
間
で
、
特
に
心
に
残
っ
た
学
び
を

三
つ
挙
げ
、
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
の
か
を

書
い
て
み
よ
う
。

●

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

●

自
分
は
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
に
成
長
し
た
か
、

今
の
自
分
を
見
つ
め
て
み
よ
う
。

編
集
委
員
会

5

5

173 172

●

次
の
柗ま

つ

井い

さ
ん
の
ル
ー
ル
を
参
考
に
し
て
、「
が
ん
ば
り
た
い
」「
大
切
に
し
た
い
」と
思
っ
た
こ
と
を
か
な
え
る
た
め
の
、

「
自
分
の
ル
ー
ル
」を
作
っ
て
み
よ
う
。

　あ
な
た
に
は
、
大
切
に
守
っ
て
い
る
、
自
分
だ
け
の
ル
ー
ル
や
決
め
事
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　夜
空
を
い
ろ
ど
る
花
火
を
作
っ
て
打
ち
上
げ
る
花
火
師
、
柗ま

つ

井い

の
の
子こ

さ
ん
。「
花
火
で
感
動

を
届
け
た
い
。」
と
語
る
柗
井
さ
ん
に
は
、
花
火
師
と
し
て
自
分
に
課
し
て
い
る
三
つ
の
ル
ー
ル

が
あ
る
。
柗
井
さ
ん
の
「
自
分
の
ル
ー
ル
」
を
読
ん
で
、
あ
な
た
自
身
の
ル
ー
ル
を
考
え
て
み
よ
う
。

柗井さんが打ち上げた花火。（2021年 モエレ沼
ぬま
芸術花火）

「星
ほし
」を作る柗井さんと、

花火玉に並べられた星。

柗井さんが、星作りのたびにつけている記録。

柗
まつ
井
い
のの子

こ
さん

ル
ー
ル
1

感
覚
を
書
き
留
め
る

　花
火
の
光
の
元
は
、「
星ほ
し
」
と
よ
ば
れ
る
火
薬
の
玉
で
す
。
星
は
、

回
転
す
る
釡か

ま
の
中
に
入
れ
た
小
さ
な
玉
に
水
で
溶と

い
た
火
薬
を
か

け
、
さ
ら
に
火
薬
の
粉
を
か
け
た
後
、
乾か

ん
燥そ
う

さ
せ
る
と
い
う
作
業

を
繰く

り
返
し
て
、
徐じ
ょ

々じ
ょ

に
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。
き
れ
い
な
花

火
に
す
る
た
め
に
は
、
星
の
大
き
さ
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
決
め
手

に
な
り
ま
す
。
熟
練
の
職
人
は
、
感
覚
を
頼た

よ
り
に
均
一
の
星
を
作

り
ま
す
が
、
経
験
の
浅
い
私
に
は
、
そ
れ
が
と
て
も
難
し
い
。
ど

う
し
て
も
早
く
感
覚
を
つ
か
み
た
く
て
、
星
を
作
る
た
び
に
写
真

を
撮と

っ
た
り
、
そ
の
と
き
の
感
覚
を
記
録
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
2

み
ん
な
の
思
い
を
心
に
留
め
る

　花
火
の
打
ち
上
げ
に
は
、
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

他
の
花
火
師
は
も
ち
ろ
ん
、
最
も
忙い

そ
がし

い
夏
場
に
は
、
普ふ

段だ
ん

は

他
の
仕
事
を
し
て
い
る
「
打う

ち
子こ

」
と
よ
ば
れ
る
臨
時
ス
タ
ッ

フ
に
、
現
場
の
設
営
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
打
ち
上
げ
は
、

大
勢
の
人
が
誇ほ

こ
り
を
も
っ
て
丁て
い

寧ね
い

に
仕
事
を
し
た
う
え
に
あ
る
、

最
後
の
一い

っ
し
ゅ
ん瞬の

晴
れ
舞ぶ

台た
い

で
す
。
私
は
、
花
火
作
り
に
関
わ
っ

た
一
人
一
人
の
思
い
を
心
に
留
め
て
、
大
き
な
責
任
を
感
じ
な

が
ら
、
打
ち
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
3

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を
作
る

　花
火
の
仕
事
は
、
危
険
と
隣と
な

り
合
わ
せ
で
す
。
ま
た
、
自
分

の
仕
事
は
全
体
の
一
部
。
だ
か
ら
、
絶
対
に
無
責
任
な
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
日
々
、
緊き

ん
張ち
ょ
う感

を
も
ち
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
、
休
日
に
は
よ
く
山
に
行
き
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
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２年 p.170-173

人権週間（12月）の時期に
合わせて、全学年に、複
数の教材とコラムで人権
について考えを深めるユ
ニットを設けています。

人権ユニット

1年 p.117



1980年兵庫県生まれ。熊本大学大
学院教育学研究科准教授。専門は
哲学、教育学。著書に『愛』（講談社）、
『学問としての教育学』（日本評論
社）など多数。光村図書 小・中学校
「道徳」教科書編集委員。

苫野一徳 とまの いっとく
1973年神奈川県生まれ。絵本
作家。絵本や児童書の挿絵、イ
ラストエッセイなど多方面で活
躍。光村図書からは絵本『なんだ
ろう なんだろう』、エッセイ『日々
臆測』を刊行。

ヨシタケシンスケ

「なんだろう なんだろう」 
と本質観取
苫野　哲学における「本質観取」って、
物事の本質を洞察して、みんなで言
葉にして編みあげていく行為なんで
す。ヨシタケさんの「なんだろう な
んだろう」を拝見したとき、いろい
ろな事例、具体例を挙げていって、
そこに共通するものから、「○○とは
こういうものだ」という、みんなが
納得できる言葉を見つけようとする
手順が、本質観取と全く同じだと思っ
たんです。
ヨシタケ　「なんだろう なんだろう」
をかくときに、僕の中でルールとし
て決めたのは、正解が一つだと誤解
されない表現を目ざすことだったん
です。例えば、「友達って大事だよね」
と言われても、結論がぼんやりして
しまって、「はあ」としか言えないん
ですよね。
苫野　そんなメッセージ、いらないで
すよね。
ヨシタケ　正解はこれだと言い切らず
揺らがせていくことと、苫野先生が
おっしゃっていたような「具体性」
を表現することがいちばん大事だと
思います。例えば「友達」みたいな
概念って、大人でも子どもでも、具
体的な出来事からでしか、抽出でき
ないはずなんです。
苫野　そうですよね。
ヨシタケ　絵と言葉で、「例えばこう
いうこと」というのを具体的に言わ
れて初めて、「俺だったらこうだな」っ

て頭が動きだす感覚になると思って
いるんです。
苫野　なるほど。
ヨシタケ　それを大事にしながら、「み
んな」など大きな主語を使わないこ
とや、「絵本に出てくる子たちにとっ
てはこれが大事なんだろうな」とい
うのを思ってもらえる、共感のような
ものを描かないと、ついてきてくれ
ないだろうなと。おそらく、言葉で
本質に迫るということの手順と、僕
の注意する部分とが、似ている気が
するんですよね。
苫野　そうですよね。その具体例が
本当におもしろいんです。すごく具
体的ですごく個別的なことを掘って
いくと、なぜか普遍に到達すること
がある。そこに子どもたちも「そうそ
う」ってうなずけると思うんですよ。
ヨシタケ　うれしいですね。

二つの問い
苫野　今回の対談、私は “わくわく”
ベースの問いをもって来たんです。
ヨシタケ　“ わくわく”ベースの問い
とは？
苫野　「問い」って、大きく二つの思
いから発生すると思っています。私
の場合、多いのは、不安。「なんでこ
んな苦しい思いをしなきゃいけない
んだ」といった、焦りからくる問い
が多いんですが、それってしんどい

んですよね。
ヨシタケ　僕も基本、不安からくるも
のばかりですね（笑）。
苫野　もう一方で、今日みたいに、“わ
くわく”からくる問いもあると思うん
です。哲学用語だと、「エロス的予
期」っていうんですけど。この不安
と“わくわく”の二つが人の問いの二
大ドライバーになっていると思って
います。
ヨシタケ　確かに言われてみれば、問
いは不安からくるものだけじゃない
なというのを、今思って、びっくりし
ています。
苫野　これだけ子どもの世界を描い
ているヨシタケさんでも、不安みた
いなものがベースにあるんですか。
ヨシタケ　僕の場合は、全て不安発
ですね。「毎日、スケッチとか描いて
いて、楽しいでしょう」みたいなこと
を言われることもあるんですけど、楽
しい人ってこんなのわざわざ描いた
りしないんですよ。
苫野　なるほど（笑）。それを聞いて
安心しました。私も書いたり読んだ
りしていないと、いつも不安につぶ
されそうなんですよね。でも最近、
先ほどのエロス的予期ということを
意識するようになっていて、今日は
どんな “わくわく”があるかなあとか、
そっちに意識的に向かっているとこ
ろはあります。
ヨシタケ　なるほど。
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「「なんだろうなんだろう」」って、 って、 
なんだろうなんだろう
小・中学校「道徳」教科書掲載「なんだろう なんだろう」の筆者ヨシタケシンスケさん。
新版教科書に、本質観取をテーマにした教材をご提案くださった、哲学者の苫野一徳先生。
光村図書の道徳教科書『きみが いちばん ひかるとき』で出会ったお二人に、問うこと、
そして子どもたちの未来について語り合っていただきました。

ヨシタケシンスケ

苫野一徳

特 企別 画 対談



点とすると、75点ぐらいの問いはみ
んな、練習で作れると思うんですよ。
「センスのある問い」って、よく言わ
れますけど、それは、80点、85 点
ぐらいの問いだと思うんです。
苫野　哲学は、８割ぐらいが問いの
立て方で勝負が決まるところがあっ
て、本質的な問いの立て方と、どこ
にも行き着かない問いの立て方とい
うのがやはりあるんですね。お話を
伺って、本質的な問いの立て方って、
確かにある程度は訓練でできるもの
だなというのはすごく思いました。
ヨシタケ　そうですよね。
苫野　哲学の歴史は、人類がさまざ
まな思考に失敗する中で、本質的な
問いの立て方を見つけてきた歴史で
もあります。そういう意味では、「問
い方にはコツがある」「それは練習で、
ある程度身につけられる」と言われ
ると、確かにそうだなと思いました。
「問い方の訓練」というものを意識し
たことはなかったんですけど、言わ
れてみれば、自分もそういうことを
やってきたのかもしれません。

答えなくてもいい 
問いもある
ヨシタケ　そうですね。我々は、自然
に問い方のコツを見つけていったタ
イプですけど、それは練習することで、
何かしら作れはすると思うんです。
まあ、問いは、立てたい人が立てれ
ばいいとは思うんですけどね。そも
そも「問い」ってあればいいわけで
はない。問いの中には間違った問い
がたくさんあるんですよね。
苫野　はい。
ヨシタケ　「問いを立てられなくても
いいけど、あなたが問われた問いが、
問いとして正しいかどうかを判断で
きたほうがいいよね」ということは、

言っておいたほうがいいと思うんで
すよね。
苫野　それでいうと、ヨシタケさんの
「なんだろう なんだろう」は、いちば
ん大切な問いかなと思っています。
「そもそも」を考えないと、やっぱり
とんちんかんなことをいっぱい考え
てしまうので。
ヨシタケ　子どもたちに今後言ってお
くとしたら、「いろんな問いを大人た
ちから投げかけられると思うけれど
も、その中には答える必要のない問
いもいっぱいあるんだよ」ということ。
それを、最初に言ってあげたいし、
僕も言っておいてほしかったなと思
います。
苫野　哲学の場合は、答えを次世代
に受け継いで、もっといい答えを更
新していくんですけど、「そもそも」
に対する問いをもち続けないと、ど
うしてもピントの外れた方向に行っ
てしまいます。それは、答えるに値
しない問いだとも言えますね。
ヨシタケ　考えていて楽しくなる問い
と、切羽詰まってくる問いの二種類
があると、みんな感覚でわかると思
うんです。そういう「自分が脅かさ
れているように感じる問いについて
は、考える必要ないんだよ」という
ことを教えてあげたいし、そういう問
いよりは、「自分で自分をわくわくさ

せる問いって作れるし、作ってもい
いんだよ」って、子どもたちには教
えてあげたいですね。

自分を嫌いなまま 
生きてもいい
苫野　少しテーマを大きくして、未来
の話をしたいと思います。私の中では、
戦争はどうやったら減らしていける
のかというのが、一つ、大きなテー
マとしてあるんです。
ヨシタケ　うんうん。
苫野　哲学の歴史の中で、いちおう、
それに対する一つの筋道は見えてき
たんですね。自分の自由ばかり主張
し続けていたら、いつまでたっても
争いは終わらないから、「お互い対等
で自由な存在だよね」と、まず認め

よく言っているんです。「こんな学校
やこんな教育の未来になったらわく
わくしますよね」「そういう“わくわく”
をかき立ててくれるビジョンを描きま
せんか」っていうのを、自分の本で
は書いています。
ヨシタケ　「なんで勉強しなきゃいけ
ないのか」という問いに対して、「最
終的にそうしないとおまえが生きて
いけないんだよ。生きていけなくな
るんだよ」という答えが、よく言わ
れます。でも、もう一つ言い方があっ
て、「なんで勉強しなきゃいけない
の？」「一人で餌を取れるようになら
なきゃいけないの？」という問いに
対して、「自分で餌を取ると、めっちゃ
楽しいんだよ！」っていう答え方もあ
りますよね。
苫野　そう！　それなんですよね。
ヨシタケ　「あれちょっとやってごら
ん、楽しいから」みたいな選択肢が
すごく少ないように感じています。
脅かしたほうが即効性はありますけ
ど、長い目で見たときに、人って “わ
くわく”でしか動かないですよね。
苫野　そう思います。
ヨシタケ　どちらも大事なんだけれど
も、両方あるということを、繰り返し
言っていく必要があるんじゃないか
と思います。片方だけしかないわけ
じゃなくて、“わくわく”で動くときと、
不安で動くときと、「それを使い分け
るよ。今はどっちかな」って、子ど

苫野　少し教育寄りの話をすると、
「教育」を変えていかなければいけな
いという動きの中でよく言われるの
は、「この国はもうやばい」という、
不安ベースの話なんです。子どもが
食いっぱぐれるとか、世界から取り
残されるとか。
ヨシタケ　脅かすのは簡単だし、誰で
もできるんですよね。
苫野　そう。でも、「それって長い目
で見たらうまくいかないですよね」と、

もに選択肢がたくさんあることを教
えるのが、大人のやるべきことなん
だろうなと思いますね。

問い方の訓練
苫野　ヨシタケさんは、問い方は訓
練でうまくなるものだと思いますか。
私は少なくとも自分で訓練した記憶
はないんですが。
ヨシタケ　僕は自主開発をしたので、
「はい」とは言います。ある程度のマ
ニュアル化はできます、と。基本的に、
僕は理詰めで絵本を作るので、例えば、
「りんごの色を変えてみたらどうだろ
う」とか、「大きさを変えてみたらど
うだろう」とか、いろいろな軸を変
えて見ているんです。
苫野　おもしろいですね。確かに、そ
ういった発想をちょっと知るだけで、
問いが次々生まれてきそうです。
ヨシタケ　どういう考え方をすれば問
いが生まれるか、というのはある程
度マニュアル化できるし、共有も、
みんなで同時にやることもできるは
ずなんです。あとは慣れで、いった
ん癖がつくと、あれこれ考えだすん
ですよね、どんな人でも。
苫野　なるほど。
ヨシタケ　その「最初の問い」をみん
なでほじくり返すというか、練習して
みるというのはすごくいいと思いま
す。仮に「最善の問い」を100点満
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「自己肯定感を上げよう」とか、「もっ
と自分を好きになろう」とか、そうい
うことばかり言われるじゃないですか。
ヨシタケ　それなのに自分を許してあ
げられないからつらいんですよね。
結果が出せないから、さらに焦って
いく。僕もずっとそれで苦しんでいて、
これはそもそも、「自分を認めてあげ
ること」をゴールにすることが間違っ
ているんじゃないかと、ふと思ったと
きがあって。
苫野　なるほど。
ヨシタケ　それを認められないと失敗
なのだとしたら、自分は失敗だなっ
て思ったんですよ。だから、全員を「失
敗じゃない」とするには、どうすれ
ばいいんだろうと思ったときに、「嫌
いな自分に慣れることも自己肯定の
一つだな」というストーリーを作って
いくのが、大事な気がしています。
苫野　先ほどの、生き方の選択肢を
増やすという話ともつながりますね。

ヨシタケ　自分が望んでいないことが
起きたときに、それをどう受け入れ
るか。いい諦め方というか、一つの
事実を受け入れるためのストーリー
をたくさんもっておくに越したことは
ないんですよね。
苫野　そのとおりだと思います。
ヨシタケ　だから、未来を生きていく
うえで、そんなストーリーをたくさん
用意していきたい。その中で、「自分
を嫌いなまま生きている人って、けっ
こういるんだよ、俺もそうだよ」と
言いたい。「自分のことは嫌いだけど、
もう変えられないもんな」っていうの
も、一つのストーリーになるし、「自
分を認めてあげられたら、そっちの
ほうが楽しいけど、それ、毎日でき
る人もいないんだよ」っていうストー
リーも用意したいと思います。
苫野　「自分を嫌いなまま生きてもい
い」って、なんだか、すごい言葉を
いただきましたね。

合うというルールを共有しようという
こと。それを哲学では、「自由の相互
承認の原理」といいます。
ヨシタケ　お互いを認め合うというの
は、まず一つのゴールですよね。教
科書的にも、教育の枠の中でも、「自
分を認めてもらうために、少し我慢
して他人を認める」ということを、目
ざさざるを得ないと思います。それは、
未来に願うことの一つですね。
苫野　そうですね。
ヨシタケ　そのための順番として、他
人を認める前に、「自分を認める」と
いうステージがあると思うんですが、
別に自分を嫌いなまま生きていても
いいんだ、だましだましやってもい
いんだなというところから、世界が
始まる人もいると思うので、落とし
どころをたくさんつくっていくのが、
未来をつくっていくということなのか
なとも思います。
苫野　その考え方はとても新鮮です。
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「
尊
重
」の
本
質
を
探さ

ぐ

ろ
う

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

「本当はしたくないけど「本当はしたくないけど
尊重する」ことって、尊重する」ことって、

あるの？あるの？

なぜなぜ
尊重するの？尊重するの？

どんなとき、どんなとき、
尊重するの？尊重するの？

尊重すると、尊重すると、
どんな変化がどんな変化が
生まれるの？生まれるの？

「「尊重尊重」の」の
イメージはイメージは、、
どんな形どんな形？？

「尊重」と「尊重」と
「「尊敬尊敬」って、」って、

同じ？同じ？

「尊重」が「尊重」が
なくなると、なくなると、
どうなるどうなる？？

尊重されると尊重されると、、
どんな気持ちにどんな気持ちに

なる？なる？

「「尊重」って、尊重」って、
誰誰
だれだれ

のためのもののためのもの？？

動画

「
26

　カ
メ
ル
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、
日
本
育
ち
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考
え
た
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と
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ら
に
深
め
よ
う
。

❶
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皆み
な
さ
ん
は
、
何
か
を
尊
重
し
た
経
験
、
ま
た
は
、
誰だ
れ
か
に
尊
重
さ
れ
た
と
感
じ
た
経
験
は
、
あ
り
ま
す
か
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　そ
も
そ
も
「
尊
重
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
次
の
問
い
を
ヒ
ン
ト
に
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

考えよう

「
尊
重
」の
本
質
に
つ
い
て
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
社
会
の
中
で
、

他
者
と
よ
り
よ
く
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
よ
う
。

83 82

正
義
っ
て
、辞
書
に
は「
正
し
い
道
理
」と
か
、

「
人
の
行こ
う

為い

の
正
し
さ
」と
か
、か
い
て
あ
る
。

正
義
で
人
を
助
け
る
こ
と
が
あ
る
。

正
義
が
人
を
救
う
こ
と
も
あ
る
。

で
も
、
正
義
っ
て
人
に
よ
っ
て
違ち

が

う
。

い
ろ
ん
な
立
場
の
正
義
が
あ
る
。

と
て
も
大
事
だ
か
ら
こ
そ
、
異
な
る

正
義
ど
う
し
は
、
お
互た
が

い
譲ゆ
ず

り
合
う
こ
と

が
難
し
い
。

「
正
義
の
た
め
」だ
っ
た
ら
、

人
は
戦
争
だ
っ
て
で
き
て
し
ま
う
。

み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
の
正
義
が
、

み
ん
な
を
不
幸
に
す
る
こ
と

だ
っ
て
あ
る
。

正
義
の「
正
し
い
」使
い
方
っ
て
、

ど
う
す
れ
ば
わ
か
る
ん
だ
ろ
う
？

こ
の
先
、
き
み
の
中
の
正
義
を

問
わ
れ
る
時
が
い
ろ
ん
な
場
面
で

や
っ
て
く
る
。

友
だ
ち
に
。
大
人
た
ち
に
。

そ
の
時
、
い
ち
ば
ん
大
事
に

す
る
べ
き
も
の
っ
て
、

な
ん
だ
ろ
う
？

誰だ
れ

か
を
否
定
す
る
の
で
も
な
い
、

誰だ
れ

か
に
譲ゆ

ず

る
の
で
も
な
い
、
そ
ん
な

「
し
な
や
か
な
正
義
」を
つ
く
っ
て
、

み
ん
な
で
上
手
に
使
う
こ
と
は

で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
？

み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
は
、

正
義
は
い
ち
ば
ん
大
事
っ
て
こ
と
？

で
も
、「
正
し
い
」っ
て

ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

「
正
義
」っ
て
、
な
ん
だ
ろ
う
。
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苫野先生からのご提案をもとに教材化したページ
（2年「尊重の本質を探ろう」p.128-129）

ヨシタケさんに描きおろしていただいた
「なんだろう なんだろう」のページ（1年 p.82-83）

お二人の対談を
動画で楽しみたい方は、
こちらから。

※資料は、こちらから
　ご覧いただけます。

徳科の目ざすところは、よりよく生きる力を育
てることにあり、そのため学習指導要領では 22

の内容項目が掲げられています。これらの項目は、相
互に関わりなく独立しているわけではなく、大きく捉
えれば「思いやり」という共通要素があるように考え
られます。思いやりは、自分自身に向けて、他者に向
けて、集団との間で、そして、生命や自然との間でも
共通して、その関わりを支える土台となる心の働きだ
と思うからです。
　今回は、思いやりの心の発達について考えてみま
しょう。

相手の立場を思いやる力──役割取得能力

　ここでいう「思いやり」とは、相手の気持ちを推測し、
コミュニケーションを取って理解しようとすることで
す。この能力は「役割取得能力」とよばれ、自己の立
場のみならず他者の立場に立ち、相手の感情や考えを
理解できることを指します。つまり、重要なのは、「自
分と他者は同じ人間なのだから、言わなくてもわかる」
と発想するのではなく、「同じ人間であっても、違う
個性である」と理解することだといえます。役割取得
能力は、下表のレベル０～４のように、発達段階に応
じて成長していきます。

思いやりを育てる教育

　役割取得能力を育てる実践を一つ紹介します。表の
レベル 2の役割取得能力を身につけることを目ざし、
二人称の葛藤場面を提示する実践です。二人の登場人
物の視点から葛藤場面について考えることで、人に
よって考え方が違うことに気づかせ、役割取得能力を
高めることができます。ここで扱った資料については、
ウェブサイトをご参照ください（※）。
　本実践では、教材を途中まで読み進め、二人の中心
的な登場人物の思いが擦れ違って衝突が起こる葛藤場
面で中断を入れて、互いにどんな行動を取って解決す
るか、ペア・ロールプレイを行います。
　例えば、登場人物のＡとBが衝突する場合、ペア・
ロールプレイでは、Ａの立場でロールプレイを行った
後、役割を交代してＢの立場でもロールプレイを行い
ます。このとき、子どもたちは、Ａの立場に立ったと
きにはAに寄った考えを、Ｂの立場に立ったときには
Ｂに寄った考えをもちやすくなります。そのため、Ａ
とＢ両方の立場に立つことで、Ａの立場に立ったとき
とＢの立場に立ったときの、自分の考えの矛盾に気づ
き、他者の視点を意識できるようになります。この気
づきが、「同じ人間であっても、違う個性である」と
理解することにつながります。
　授業のまとめでは、子どもの発達に応じた「書いて
表現する」ワークを行います。「私から登場人物のＡへ」
（「私」が「私」の立場で「あなた（Ａ）」の気持ちを
考える練習）という手紙を書かせます。相手の気持ち
を考えること、そして互いの気持ちを表現することを
学ぶことができます。

道徳授業を成功させよう

渡辺弥生
（法政大学教授）
Yayoi Watanabe

第 7 回 思いやりの心はどのように発達するか

道

発達心理学、教育学博士。法政大学文学部教授。著書に『感情の正体
――発達心理学で気持ちをマネジメントする』（筑摩書房）、『子ども
の「10歳の壁」とは何か？　乗りこえるための発達心理学』（光文社）
など。監修に『まんがでわかる発達心理学』（講談社）など。光村図
書小・中学校「道徳」教科書編集委員。

渡辺弥生●わたなべ やよい

表　役割取得能力の発達段階

レベル0 自分と他者の視点を区別することが難しい。

レベル1
自分の視点と他者の視点を区別して理解するが、相
手の気持ちの推測については、「笑っているから楽
しいのだろう」という表面的なレベルにとどまる。

レベル2

他者の視点から自分の思考や行動について内省で
きる。また、他者もそうすることができることを理
解する。外から見える自分と、自分だけが知る現実
の自分という二つが存在することを理解するように
なる。

レベル3
自分と他者の視点以外、「私」と「あなた」を外か
ら見ている第三者の視点をもつことができるように
なる。

レベル4
自分がさまざまな社会的カテゴリーに所属している
ことを意識できる。また、経験していない立場をイ
メージして推論できるようになる。
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小・中・高等学校
教科書訂正の
お知らせ

光村図書LINE
公式アカウント
友だち募集中！

編 集 部 だ よ り

入社して私が編集部に配属されたのは、令和７年度版中学校道徳教科書の制作の真っ最中でした。皆が忙しそう

に動いている中、なんの役にも立てない私は、その様子をただ見ていることしかできませんでした。そんな中、取

り組んだのが「私が働く理由」（１年）の教材作成でした。「私が働く理由」は、人々の働く姿から、働くことの意

義や、やりがいを考えてもらいたい教材です。

取材先は神奈川県の座間市クリーンセンター。一日がかりの取材の中で、何より心に残ったのは、ごみ収集の作

業に密着したことです。ただ話を聞くだけではわからなかったであろう清掃職員のお二人の熱を、密着取材したこ

とで、感じることができました。また、取材に同行していた先輩の、服が汚れるのも気にせずに写真を撮る姿を見

て、「プロってこういうことか」と思いました。三人の大人の「働く理由」を目のあたりにしたような気がしました。

私はこの取材で、働く大人たちの姿勢を知ることができました。この教材を担当することが決まったときには、「働

き始めて半年もたっていない私が『働く理由』なんて」と思っていました。しかし、初めて関わった教材、初めて

挑戦した取材が、「私が働く理由」でよかったと心から感じています。

「私が働く理由」だけではありません。全ての教材に、エピソードがあり、私たち編集部員の特別な思いが詰まっ

ています。その思いが、皆さまに、子どもたちに伝わることを祈っています。

https://www.mitsumura-tosho.co.jp/07c-kyokasho/dotoku/

アクセスはこちらから

令和７年度版中学校道徳教科書ご紹介ウェブサイト
令和７年度版教科書の特色・内容について、ウェブサイト上でご紹介します。

●新版教科書の特色や
　おすすめポイント
●デジタル教科書・教材の
　紹介とウェブ体験版（※）
●教科書連動QRコンテンツ
● 年間指導計画・評価計画資料、評価業
務支援シートなどのサポート資料

※ ウェブ体験版は、お使いのスマートフォンの機種によって、
ご利用いただけないコンテンツがございます。

光村図書ウェブサイト

 光村図書 検索

4月中旬
公開予定！


